
Bonjour! du BurkinaFaSo	

Qu’est-ce que c’est? ▶▶▶ブルキナファソの学校教育について  

 Ensuite?▶▶▶イスラム教徒のラマダン事情  

A1. 休み時間を知らせるチャイム代わり。　チャイムのないブルキナファソの学校では、生
徒がこのホイールをレンチでたたいて休み時間や授業の始まりを知らせます。　	
A2. ②。給食室で保護者数名がごはんを作り、生徒たちが持参した小鍋に分けて、生徒た

ちはそれを持ち帰って食べます（写真左は下校途中の子どもたちと休職の入った小鍋）。
遠い村から来ていて昼休みに帰られない生徒が食べられるように、一緒に食べなくとも支

給しているようです（鵜業は7:30-12:00,15:00-17:00）。また、職員室のないブルキナファソ
では、先生たちが校庭の木の下に集まって職員会議をしています。 	

Quoi de neuf?▶▶▶クーペラ市の家庭の衛生状況とアフリカのゴミ対策  
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月日が経つのは早いもので、こちらに来てまる１年が経とうとしています。　働き方や行政のしくみが日本と違い、いろいろと惑うこともありましたが、おかげさまで大きな病気もなく元気に	  
暮らしています。　そして「どんな国なんだろう」「やっていけるのか」という私の不安をいとも簡単に払拭してくれた優しくおもてなし精神のブルキナベに感謝。２年目も元気に頑張ります。	  

　少し前になりますが、4月に地元の環境啓発団体が各家庭への啓発（ゴミの回収について）及びアンケートを行いました。
私はアンケートの項目にゴミ箱の管理状況や衛生状況も追加するようにアドバイス。クーペラは中規模の街ですが、2001軒
ものお宅の現状を把握することができ、とても興味深いものでした。 
　ちなみにアフリカでは、家庭や商店のゴミ回収はゴミ収集所に出すわけでなく、多くの場合は各 
家庭がゴミ収集団体と契約をして専用ゴミ箱を設置し、月に回収費用（日本円で100円ほど）を支 
払ってゴミを回収しに来てもらうシステム。このゴミ箱がない家庭が多いのですが、回収してもらう 
準備（支払い可能）はできている、という答えは意外でした。設置するゴミ箱の数が足りれば、家庭 
ゴミをきちんとゴミ箱に捨てる、という習慣ができるかもしれません・・・（ゴミ箱がないと、塀の 
外にポイっとするか燃やすことが多い）。さらに、困難な労働環境で働くゴミ収集団体（女性たち） 
の収入向上にもつながります。 

　アフリカは就学率や識字率が低い、という印象をもたれてる方も少なくないのではないでしょうか？	
　ここブルキナファソでも、学校教育は政府の課題として重要視されていて、 ここ十数年で大きな変化が見られています。	

Q１. ブルキナファソの学校で必ずといって 
    いいほど見られる、木に吊るされたタイヤ 
    のホイール(写真右)。 
　これは何のために使うものでしょう？ 
 
Q２.  日本の学校にもあり、ブルキナファソの学校 
　にもある部屋は次のうちどれでしょうか？ 
        
　　①職員室　　②給食室　　③保健室  
 

この写真の詳細は右のクイズで。。。（写真提供：松永朋子隊員）	  

ブルキナファソの教育システム 
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教育現場の課題は？ 

　PDDEBにより、他国のプロジェクト等でさかん
に学校が建設され、小学校に通う生徒数も急
上昇しました。一方で子どもを教育する教師数

が追いつかず、人数確保のため、これまで教
師になる必須条件であった2年間の研修を１年

に短縮。BACでなくBEPC取得でも可能ないと
いうことから、教師の質の低下が問題になって
います。さらに、教師の数に対して担当の生徒

数が大量のため（１クラス100人を越えることも）、
一人一人の理解に合わせた授業も簡単ではな

く、結果として子どもが授業についていけず、途
中で学校をやめてしまう、というケースもありま
す。大人数の教室が騒然となったときは手をあ

げて黙らせる・・・という光景が見られるのも事
実（体罰は禁止になっているにもかかわらず）。

教育の質と有能な教師の確保が今後の課題と
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上の写真は 
私立小学校の制服、 
下の写真は 
幼稚園の制服です。 
 

　2002年より、基礎教育開発10カ年計画（PDDEB）（〜2011）が設定
され、2010年までに総就学率を78.2％、成人識字率を40％にまで高
めることを2大目標として取り組みがなされました。この事業のおか

げで、教育の重要性が広まり就学率は大きく向上しましたが、今で
も親の理解が得られない村の子どもや授業についていけない子ど

もは学校に行かない、学校を途中でやめてしまうという現状もあり
ます。未だに西アフリカの小学校就学率平均（92％）を下回っていま
す。※西アフリカ以外は小学校就学率100％を達成。小学校就学率は年齢問

わず、中高就学率は13〜19歳に限って算出（中高には大人も多く通うため）。	

2

の子の中等教育純就学率が24％と世界で一番低く、学校へ通
えない女の子の多くがサハラ以南のアフリカに集中しています
（【地図２】参照）。（数値は「世界子供白書2012」より）

女の子が学校に通えない理由
女の子が学校に通えない理由には何があるのでしょうか。マ

ララさんの事件のように女性が男性より地位が低い社会では、
女性は教育を受けるべきではない、家事をするのに教育は役に
立たない、女の子は早く結婚して家を守るべきだ、といった伝
統的な差別や習慣。金銭的余裕がなく男の子を優先的に学校へ
通わせている貧困状況。家から学校まで遠く危険な地域を通っ
て通わなければならないという地理的要因。学校に女の子用の
トイレがないなど、女の子にとって居心地の悪い学校であると
いう設備の不十分さ。これらが女の子の学校へ通えない主な理
由であると言われています。
また、たとえ小学校に入学したとしても、貧困のため女の子
が家事を担わなければならなくなったといったことや、女の子
に配慮のない教育の進め方から、中途退学してしまう女の子も
多くいます。また、家の手伝い等で一度中途退学した女の子が
再び学校に戻った時に勉強についていけないことや、他のクラ
スメートよりも年上となり学校に通いにくくなることも中途退
学の原因であると言われています。初等教育において女の子が
最終学年まで残る率は世界では76％であり、サハラ以南のアフ
リカでは61％までに下がります。
中等教育への女の子の進学はさらに厳しいものがあります。
身体的に妊娠可能な年齢のため、結婚するのが当たり前とされ
る地域では、女の子が中等教育に通うことは無駄であるといっ
た考えや、男の子を優位とみなす慣習が残っている地域では、
女の子が受ける教育は最低限でよいという考えが、女の子の中
等教育の普及を遮っています。
また、注目すべき理由に公平性の問題があります。初等教育
の純就学率は84％（1999年）から90％（現在）（「世界子供白
書2012」より）と増加し、多くの子どもたちが初等教育を受け
ることができるようになりました。しかし、これは都市部や裕福
な家庭において就学率が上がったことによるものだと言われて
います。【図表2】によると、ブルキナファソでは、都市にいる女
の子の初等教育の出席率は70％ありますが、農村部の女の子の
出席率は20％程度です。ナイジェリアでは、都市にいる裕福な
女性は9年の教育を受けていますが、農村の貧困状態にある女

性は2.6年の教育しか受けていないと言われています。農村部
の女の子が学校に通えていないということは、女の子であると
いう性差に貧富の差も加わり、公平性において大きな問題と
なっています。

女子教育は社会を変える鍵
ユニセフは、女の子が教育を受けられるように、男女の性差

に配慮して教育を行うことができる教員の育成、男女の性差に
配慮した学習教材の作成、地域の近くでの学校の設立、女子ト
イレの設置といった支援を行っています。公平性に焦点を当て
た活動も行っており、都市部にいても教育が届きにくい、都市
部で働く子どもたちに、読み書き、計算などを習える機会を提
供しています。また、政府に働きかけ、厳しい状況にいる女の子
も教育が受けられるように、奨学金制度の制定を促しています。
ソマリアでは、奨学金制度により453人の女の子が教育を受け
られるようになりました。その内の一人、フィルサンさん（14歳）
は、貧困のため学
校へ通う余裕がな
く、3年間初等教
育から離れていま
したが、奨学金に
より小学校６年生
に復学することが
できました。そし
て、将来医師にな
るという目標がで
き、人生に対し意欲をもつことができるようになりました。
フィルサンさんの教育のあり方をみても分かるように、教育
の普及、そして教育が社会に波及効果をもたらすまでは長い年
月がかかります。しかし、教育は確実に社会を改善することが
できます。教育は貧困をなくす、平等で安定した社会をつくる
鍵なのです。
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【図表2】 都市部と農村部における小学校の出席状況比較
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【地図2】 中等教育における男女の割合

■男子が多い  ■男女均衡  ■女子が多い  □データなし

【出典】
図 表１・２、地 図１・２はUNESCO World Atlas of Gender Equality in 
Education 2012掲載図より翻訳・作成。

【参考資料】
・PLAN：Because I am a Girl-The State of the World’s Girls 2012
・UNESCO World Atlas of Gender Equality in Education 2012
・UNICEF Somalia News：2 October, 2012
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授業を受けるフィルサンさん
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“アフリカの奇跡” ルワンダってどんな国？ 
　1994年。1日に10万人の人、3ヶ月で100万人
の人が殺された国があります。それがアフリカ大
陸の中央に位置するルワンダ共和国です。フツ族
とツチ族の民族観対立により大虐殺が起きました。
今年4月7日は虐殺からちょうど20年。ブルキナ
ファソでも様々な特集番組が放送され、多くの人
が「ルワンダのような悲劇を繰り返さない」と口
にしていました。そうした“悲劇”のイメージができ
てしまったルワンダですが、後に発足した新ルワ
ンダ政府は国のイメージを払拭するべく、インフ
ラ整備、制度改革、汚職対策、環境対策などを精
力的に進め、今ではその成長ぶりは「アフリカの
奇跡」と呼ばれています。 
　とくに注目したいのは、ゴミが落ちていないキ
レイな街並。というのも、環境保護条例により海
外からのビニール袋やポリ包装の持ち込みが禁止。
スーパーでもビニール袋でなく紙袋が基本。さらに
毎月最終土曜は「国民奉仕の日」。どんな人もコ
ミュニティで清掃などの奉仕活動に参加しなけれ
ばいけないため、この日ばかりは商店もスーパー
も休み、バスも走っていません。おかげで街には
ゴミひとつ落ちていません。ポイ捨てが当たり前
のアフリカで、この徹底ぶりはまさに奇跡。ブル
キナもルワンダに習わなければ！ 

奉仕活動をする少女と 
清潔に保たれた街（ルワンダ） 

ドラム缶を切ったゴミ箱が 
こちらの主流（ブルキナファソ） 

ブルキナファソの制服は 
指定された布を買って 

仕立て屋さんで作ってもらいます。 

　基本的にはフランスの教育制度と同じ。小・中学校は義務化されており、CP2,CE2,	
　CM2でそれぞれ進級試験があり、不合格者は留年してしまいます。　 マークは卒業	
時にもらえる資格で、公務員等、たいていの職業はB.E.P.C（中卒資格）まであれば受験できます。	


